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I 研究の目的と方法

アヘン戦争以後中華人民共和国の成立までの

110年間， すなわち中国の近代とu、われる期間に

おいて中間の農業生産高と耕地面積がどのように

推移したかを推計するのが本稿の目的である。

そもそも中国近代史，さらには中間近代経済史

の研究はきわめて進んでおり，とれまでに多くの

りっぱな研究業績がたくわえられた。ただ，経済

史のマグロ数盤的側面にはまだ多くの米関の領域

が掛されているように思われる。そのような認識

の下における第1の作業として人口史の研究がな

された位1＼第2の作業として行なわれたのがこ

こにかかげる農業史である。

中国近代農業史をマク口数量的にとらえようと

するものにと叶て直接のてがかりとなるものは主

につぎの三つである。すなわち，（1）清朝政府の記

録，（2)J • L •パ、ソクによゥてなされた調査，（3)

悶民党政府の調査，である。

後で説明するように，（1）は直接の担拠とはなり

難い。（2）と（3）は第2次大戦直前のものであって，

それが有用であ q ても，プヘン戦争までさかのぼ

るための基礎的数字とはなりにくい。そこで，こ

川
口
尾
え上 ’出

了々う

こでは全く異種の坂設的モデルを提示し，これら

の資料をその仮設をチェックするための補助的材

料としたい。

われわれの仮設は以下のような方法によって導

出された。まず，土地利用の数量的側面と各種生

産物の生産量は1957年に関して最も完全な形で与

えられている。それらのデータを収集整理する作

業はすでに大部分が完成され，現在利用可能であ

る（注2)0 これをいわば橋頭塗として， backward

projectionを行なう。変化率は各種の断片的なデ

ータや開接的な資料，換言すれば近代中国経済史

より類推する。これは，先の中国人口史の研究に

おいて1953年のセンザスをもとにして人口を推計

したのと同じ手法である。

われわれの推計においてかぎとなっている仮定

の一つは，食撞生産高が1840年から1957年までの

117年間， 人口数と同じ比率で増加したというこ

とである。換言すれば，この期間において中国の

1人当たり食植生産高，さらにいえば1人当たり

食糧消費量は一定であったとする。これはD• パ

ーキンスがそ 『中国農業発展史』〈注3）におい

て用いた手法と基本的に同じである。小文では，

1957年の食糧生産のデータと，われわれの推計に

よる近代人口のシリーズを用いて食糧生産高のシ

リーズを導出する。

耕地の推計は独立の方法によって行なう ο その
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際，人口におけると同じ理由により，中国全体を

中国本部と東北地区にきりはなして行なう。

この小文における研究の目的はアへン戦争以後

新中国成立までの期間における農業史のマクロ数

量的データを再構成することにあるのであるが，

得られたものは「推計結果」とよぶには根拠が薄

弱すぎる。それゆえに「仮設jと名づけたわけで

ある。中国農業史，さらには近代中国史全般にか

かわる研究にたずさわる専門の研究者からの御教

示によってこれを再検討し，改持していきたいと

考える次第である。

（注 1) アジブ経済研究所の作業結保。その要約

は，絞J.R，川ljff＇山本縦『？ジプ経済の発桟総 Ji'd(5'1J 

r青：禽房 1977年） Iζ月号似の拙稿「近代小路i人l::J¥Iユム

（注2〕 拙稿「中国農業の地域偽造」 ( '1' t孟j資木茶

積研究会編『中制の経済発照と制t1UT0°-Yi:長j台i析すE

所 1976年）。

( lt 3 ) Perkins, Dwight H‘ a1gricultu1・・al De-

velopment問 China,1368 1968, Chicago, A!dine 

Publishing Co, 1969. 

n 近代中国農業史推計

まずわれわれの作業の方法と結果を提示するこ

とからはじめるο既存の研究成果のサーベイおよ

びそれらとの比較検討は次節において行なう。

われわれの作業における基本的なアイデアはす

でに述べたところであるがそれを構成する上で前

提となっている変数や仮定は以下の通りである。

(1）露業生産高と耕地面積に関するデータは

1957年に関して最も豊富であり，しかも良質であ

る。同年における省別の各種農産物生産量および

耕地の利用状況に関するデータが公表資料の中か

ら筆者自身によってすでに収集整理されているの

で位1りこれを利用する。

(2) 1840年以後19日年までの全期間において，

22 

jを滋生産量l主人口数と同じ速度で増加したと仮定

する。 「食糧」を構成している各種作物のウエイ

トには変化があったが，合計量でみれば， l人当た

り食撞生産高，さらには 1人当たり食糧消費量は

常に一定であったということにする。 1949～57年

の期間についてもそのようにみなすのであるが．

それは1949～56年に関する中国の公式統計を放棄

することを含意している。

(3) 会期間において人口 1人当たりの食糧生産

量を 300キログラムであるとみなす。中国の統計

概念においては「食糧Jは米〈もみ），小麦，雑穀，

誓類（重量を4分の1に換算〉からなるが， ここで

はこれに大豆を加える。 1957年の公表食糧生産量

（フ。ラス大主主生産量〕を同年末の人口で割れば；301.6

キログラムである。

14) 1840年から1950年までの期間における人口

の推移については筆者自身の推計結果があり，こ

れを利用する。そこでは悶つの仮定にもとづく四

つのモデノレがつくられたが，最も現実的とみられ

るそデルIが用いられた。

(5) 人口推計においては全地域を中国本部と東

北地択にわけて考祭したが，ここでも伺様の措置

をとった。耕地部積については特別の考躍が必要

であった。この期間において，中間本部における

耕地面積の拡大は微々たるものであったのに対

い東北地区におけるそれはめざましかったと考

えられるからである。ただ． 1人当たり食糧生産

高は岡地域において常に同じであったと仮定し

た。公式統計による両地域の1957年の余韻生産高

をそれぞれの人口数で割ると呉なった数字が得ら

れる。東北の 1人当たり食糧生産高はや岡本部の

それより高い。それゆえに1957年についてはわれ

われの「仮設的数字jと実数とを併記した。

(6) 中国本各！l，すなわち東北地広を除いた地域
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における耕地面積の増加率は以下の通りであった

とみなす。 19世紀半ばまでに容易に開拓できる土

地はほとんどすべて開拓され，それ以後における

耕地の拡大は少なかった。また，太平天国におけ

る人口の減少は耕地面積の縮小をももたらした。

1840～1850年： 1%増加

1850～1865年. 2%減少

1865～1890年：過去の水準を回復

1890～1935年： 3%増加

1935～1945年. 1 %減少

1945～1950年：増減なし

1950～1957年： 3%増加

1957年の耕地面積.9,512万ヘクターノレ

(7) 東北地区の耕地面積は以下のような速度で

増加したとみなす。

1840～1940年：食糧生産増加率の5分の4の

速度で増加

1940～1950年：増減なし

1950～1957年：食糧生産増加率の3分の2の

速度で増加

1957年の耕地面積： 1,671万ヘクタール

(8) 1957年において f食糧」と大豆の作付面積

は全作付面積の85.0%を占めた。この作付面積の

比率をわれわれの耕地面積の比率にそのまま適用

し，耕地の85.0%がわれわれの食糧生産のために

用いられたとみなす。さらに，この比率が全期間

において一定であったとみなす。

(9) 食糧生産最の増加分の中，耕地面積の拡大

によって説明されない部分は単位逝積収量の増大

によってもたらされたものとみなす。作付面積は

ここでは取上げないので，多毛作指数の上昇によ

る増産は単位面積収量の増大の中に吸収される。

側食糧の中に含まれる各種作物のシェアはと

近代中国農業史

りあげなかった。次節においてこれに関してなさ

れた既存の研究を簡単に紹介しておく。

さて，以上の仮定をもとにして得られた計算結

果の主要なものは第1表のとおりである。また，

第 1表の諸数字のもととなった計算結果は第2,

3表のとおりである。

第1～3表の諾数字が示すもののいくつかを分

かりやすくするために第4～6表を作成した。こ

れは諸数字の変イじがお互ャにどのように関連し合

っているかをあらわしている。

第4～6表を言葉で言えば以下のようになる。

(1) 全中国について言えば， 1840年，すなわち

アヘン戦争当時の中国の人口は4億2027万人で，

第 1表近代中国農業史主要指標（1840～1957年）

人日命人〉主（万~！ンポ一一ヘク品）群常君へ主ク主）長G面P童） 
！ i ターノレ タール

1840 42,027 12,608 9,100 
1845 42,236 12,671 9,145 
1850 42,446 12,734 9,190 
1855 41,298 12,389 9,129 
1860 39,808 11,942 9,069 

1865 38,868 11,660 9,052 
1870 39,728 11,918 9,131 
1875 40,588 12,176 9,209 
1880 41,448 12,434 9,287 
1885 42,308 12,692 9,364 

1890 43,1槌 12,950 9,442. 
1895 43,915 13,175 9,512 
1900 44,571 13,371 9,582 
1905 45,577 13,673 9,671 
1910 46,643 13,993 9,833 I 

1915 I 47,7191 14,316 I 9,973 
1920 I 48,8551 14,657 I 10,108 
1925 I 50,2011 15,060 I 10,273 
1930 I 51,5591 15,468 I 10,433 
1935 I 53,2761 15,983 I 10,586 

19401 54,113J 16,234 l 10,659 
1945 I 54,7571 16,427 I 10,612 
1950 ! 55,1961 16,559 i 10,612 
1953 ! 58,260117,478 I 10,818 
1957; 64,6531 19,396 I 11,183 

(19,500) I 

7,735 
7,773 
7,811 
7,760 
7,709 

7,694 
7,761 
7,828 
7,894 
7,959 

8,025 
8,085 
8,144 
8,220 
8,358 

8,477 
8,592 
8,732 
8,868 
8,998 

9,060 
9,020 
9,020 
9,195 
9,508 

1.630 
1.630 
1.630 
1.597 
1.549 

1.515 
1.536 
1.555 
1.575 
1.595 

1.614 
1.630 
1.642 
1.663 
1.674 

1.689 
1.706 
1. 725 
1. 744 
1.776 

1.792 
1.821 
1.836 
1.901 
2.040 
(2.田1)

（注） 人口数は1953年央数字より算出Lたゆえに，
各年央を示している。ただ， 1957年のみは年末数
字によった。 1957年の食糧生産高および単位面積
収量は「仮設的数字」であって，カッコ内数字は
実数である。

23 



1977120026.TIF

第2ii集 中国本部主要指標
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1950年のそれは 5能5196万人であった。その110

年間に31.3%増加したことになる。 1840～1900年

の増加率は6.1%であり，1900～50年のそれは23.8

%である。そして1950～57年のそれは17.1%であ

る。これらの数字からいえば， 19世紀後半におけ

るきわめて徐々たる変化， 20世紀前半におけるや

や加速された増加，中華人民共和国成立以後の飛

躍的な増加，とよぶことができる。ただ， 19世紀

後半においては太平天国による人口の減少とその

回復の期間があったことをつけ加えておくべきで

あろう。食糧の生産高はこの人口の動きに応じて

増加していったとみなす。

(2）全国の耕地面積は1840年に9100万ヘクター

ル， 1950年に 1億612万ヘクターノレ，この期間の

増加率は16.6%であった。 1840～1900年の増加率
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m3表東北地区主要指標

300 
3α｝ 
3α｝ 
:1（的
:mo 
400 
500 
600 
700 
800 

570 
660 
780 
900 
1,020 

1,140 
1,290 
1,170 
1,313 
1,545 
(1,978) 

765 
持70
1,0り5
1,135 
1,258 

1,377 
1,377 
1,377 
1,464 
1,671 

0.877 
0.892 
0.913 
0.933 
0.954 

0.974 
1.103 
1.000 
1.055 
1.088 
(1.392) 

650 
740 
854 
965 
1,069 

1,170 
1,170 
1 , 170 
1,244 
1,420 

（沈〉 第1表に同じ。ただカッコ内数字のうち，食
極生送量を導出する上で，六林省の大豆生産量が
得られず，遼寧省の大豆単位前積収量と吉林省の
作付副積をかけて算出した。 （者t，干高「中国農業の
池域情造」〉〔中国資本蓄積研究会編川1国の経済

発展と制度』アジア経済研究所 1976年〕）。

は5.3%, 1900～50年のそれは， 10.7%, 1950～ 

57年のそれは， 5.4%であった。この三つの期聞

における増加率の一般的趨勢は人口のそれに似て

いるが，人口の場合におけるほど顕著ではない。

(3) 全国平均でみた食糧の単位部積収量は1840

～1950年の110年間に12.6%上昇した。1840～1冊。

年の糟加率は0.7%, 1900～50年のそれは11.8%で

あった。 19世紀後半には単位面積収量の増加はほ

とんどなく， 20世紀前半には相当な増加があっ

たということになる。そして1950～57年のそれは

11.1%というきわめてめさましいものであった。

(4) もう少し短い期間にわけでみると次のよう
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になる。 1840～1900年に人口と食糧生産は6.1%,

耕地面積は5.3%, 単位面積収量は0.7%増加し

た。 1900～35年に人口と食糧生産は19.5%，耕地

面積は10.5%，単位面積収量は8.2%それぞれ増

加した。 1935-50年にはそれぞれ， 3.6%,0.2%,

3.4%それぞれ増加した。 1950～57年には17.1%,

5.4%, 11.1%それぞれ増加した。太平天国の影響

は，人口・食糧生産－8.4%，耕地面積一1.5%，単

位面積収量一7.1%であった。そのすべては1850～

65年の聞に起こり， 1890年までに回復した。地理

近代中国農業史

的にみればすべて中国本部内のできごとである。

(5) 各期間における食糧生産増加率と耕地面積

の増加率との聞のギャップは単位面積収量によっ

て埋められたとしよう。すなわち，食糧増産率の

ちち耕地増加率によって説明できない部分は単位

面積収量の果たした貢献であるとしよう。そのよ

うに考えると両者の関係は第7表のようになる。

1840～1950年における食糧生産の増加のうち，

53.0%が耕地増により， 47.0%が単位面積収量の

増加によってもたらされた。すなわち，両者の貢

献の度合いはほぼ同じであったといえる。ただ，

1840～1935年においては耕地増が約3分の2，単

位面積収量が約3分の1を負担した。それ以後は

形勢が逆転し，単位面積収量の増加が，食糧増産

の大部分を説明するようになった。

（到 しかしながら，このようなマクロ的数字は

異なった地域における異なった変也の状況を平均

的に示しているにすぎない。

1840～1950年の 110年間に中国の耕地面積は

1512万へクタール，すなわち16.6%増加したこと

になっているが，そのうち1244万ヘクタール，す

なわち増加分の82.3%は東北地区において実現さ

れた。すべての点で圧倒的なウエイトを占める中

間本部における耕地の増加は，全中国における増

加分のうち17.7%を占めるにすぎない。

省
民
こ
1
i
 

．

治

加

コ

位
婚
の
一

7
7
4
ι

。
ρ

ツ

一
単
の
も
一
お
幼
弘
山
即
日

r
C
一カ

）
一
ち
量
る
一

仇

一

う

収

よ

ー

村

凶

増

の

ー

と

原

地

も

3
3
6
、b

o

o

－

m

の
州
制
る
ふ
ハ
札

5

L

S

一
3
一
日

切

ち

ょ

6

6

1

4

一
5
一を

増

一

う

に

一

一

率

産一
i
l
l
l
f
l
i
l
i－
－
一
加
。

生
一
率
一

O
ω
ω
0
7
3
一
め
一
増
嘩

糧

産

一

6
Q
u
a
－

－

る

加

食

熊

一

（

は

（

は

但

け

矧

閥

均

M
M
m
m
m
お
の

義

一

党

M

M

M

M

M

M

に

際

7

一

問

実

第

i

一
期
は

陪

一

各

字

数
出
内

f＼
 

出
問

Zラ



1977120028.TIF

(7) 中間本部のみをとれば， 110年間に人口・

食糧は22.9%増加し，耕地面積は3.0%増加した。

すなわち， t普産主幹のうち耕地面積の拡大は13.1%

を負担し，残る86.9%は単位面積収量の増大に上

ってもたらされたというととになる。この傾向は

20・ttt紀前半においていっそう著しくなった。

(8) それに対し，東北地区のめざましい人口増

加は，その大部分が耕地面槙の拡大によって支え

られた。同地区の耕地面積は 19世紀の後半に約

3.5倍となり， 20世紀の前半世紀に3.0倍となり，

その 1世紀聞に10.3倍となった。そして人口・食

糧生産高は13.0倍となった。

(9) 以上にあげた東北地区は1957年の境界線に

もとづくそれである。もし，拡大された現在の境

界をとるならこのような｛傾向はいっそう明白なも

のとなろう。さらにいえば，新しU、フロンティア

である西北地区をもこの「東北地区Jに含ませる

なら，さらに顕著となるかも知れない。

(1的 19世紀後半以後第2次大戦時にいたるまで

の期間における東北地慌の人口増加，さらには農

業の発展はめざましいものがあった。そしてその

大部分は耕地の拡大と結びついていた。

(1到 以上の諸点から以下のようにいうことがで

きる。すなわち， 19世紀半ばまでに，中国本部内

においては容易に開拓できる土地はすべて開墾し

つくされていた。それゆえにそれ以後における食

糧の増産の大部分は単位面積収量の増大に依存し

なければならなかった。他方， 19世紀半ばにおい

て東北地区は広大なフロンティアであった。それ

まで「立入禁止地域」であったこの地区は，ロシ

ア人の東進，ついには侵略に対処するために移民

を喫励した。ここにおいて人口の急増，食滋の増

産，耕地の拡大が爆発的なものとなった。しかし

ながら， 20世紀半ばにおいてこの地域内において

26 

も「末開の浅野jは消滅することとなった。新中国

における，すなわち1950年以後における人口の急

増は，当然食糧生産の急増を要求する。新政府は

1950年代前半において東北地区内における開墾に

持干の努力を払ったがその効果は顕著なものでは

なかった。それゆえに新中国における人口の急増

は，単位面積収量の急増を要求することとなった。

同 1957年の食糧生産に関する公表統計からみ

るとき，東北地区の1人当たり食糧生産高は全国

平均のそれよりも高く，中国本部のそれはより｛fi;

L、。それゆえに仮設値と実績艦は一致しない。考会

えられることは，一つには東北地区の1人当たり

食糧消費量が中国本部のそれにくらべてより多U、

かも知れないということである。中国本部では米

と小麦の比率が高いのに対し，東北では大豆と高

梁など雑穀の比率がより高いところからこの説明

が説得的である。ただ，食糧の圏内移動に関する

正確なデータが得られないので，それを確認する

ことができない。また，外国に輸出される大豆の

多くが東北産のものであるように思われる。対外

貿易の占める比率はきわめて少ない故にわれわれ

の作業結果に重大な影響を及ぼすものではない

が，これを無視したわれわれの作業には一応理論

上の誤差があるということができょう。

同われわれの作業において， 1人当たり食糧

生産高，すなわち各年食糧生産高を各年人口で割

った値を一定としている。 1957年の出1.6キログ

ラムから類推して 300キログラムとした。この｛直

をとることの是否については次節で検討するとこ

ろであるが，これについてー醤つけ加えれば，こ

れはきわめて高い値であり，特に19世紀のそれと

しては高いものである。しかも1970年代前半にお

ける中国の実績がほぼこの水準にある。

(IJ 1) 拙干潟「中国農業の地域構造」。
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匝既存の研究成果による検討

以上の一連の推計結果を現存のデータやこれま

でになされた他の研究成果によってチェックする

のが次のわれわれの課題である。それを以下にお

いて問題別に行なう。

(1) 人口のシリーズについて。この作業結果が

別の場所で公表されているので佐川その基本的

なアイデアだけを簡単に紹介しておく。

まず， 1950年以前になされた調査や推計の諸結

果をすべて放棄する。 1953年のセンサスで5億

8260万とし寸数字がでているのに，それ以前の「3

借入か4能人かjなどという議論の多くは無意味

であると考えられるからである。そこで， 1953年

のセンサスの結果より backwardproj巴ctionによ

っていくつかのシリーズをつくった。その方法は

次のとおりである。中間の人口を三つの部分に分

ける。すなわち，①東北地区人口，②中国本部の

近代セクター内人口，③中国本部の倍統的セクタ

ー内人口，以上である。①の東北地区人口はK•

スン（注2）とW ・ワイン Jr.C注3）の研究結果をもと

にして直接推計した。本稿第3表の東北地区人口

史はその結果である。

②の中岡本部の近代セクター内人口は次の方法

で求められた。すなわち，上海市の人口史と1953

年の省別都市人口比率に関するくわしいデータが

利用可能である（注4〕。これによって推計した。結

果のみをいえば，この部分の人口は1840年ゼロ，

1855年10万人， 1900年100万人， 1950年1600万人，

1953年1827万人であったの

③の中国本部の伝統的セクター内人口は圧倒的

部分を占めるにもかかわらず，推計が最も困難で

ある。そこで， 19世紀後半と20世紀前半の人口増

加率に関してこれまでになされたすべての調査記

近代中国農業史

録を参考にした。しかしそれでも唯一の説得的な

ものを導き出すことは不可能で，結局四つの代替

的なケースを描きだした。それは第8表のとおり

である。このような比率と1953年のセンサス結果

を用いて逆算して四つのシリーズを作成した。本

稿において用いられたもの，すなわち第1表と第

2表の基礎となっているものはモデソレ Iによって

j尊かれたシリーズである。事実はそデJレiとモデ

ノレEの中間にあるというのが筆者の感想、である。

ただ，一つを選ぶとなればモデノレ Iを選びたいと

いうことである。そこではアへン戦争当時におけ

る中国の人口総数が4億2027万人となっている。

現在までになされた諸研究の結果からみて，アヘ

ン戦争当時における中国の人口を4億人前後とみ

るのが常識的判断であろう。

(2) l人当たり食撞生産量について。本稿にお

いて， 1人当たり食糧生産量，すなわち食糧生産

量を人口数で割った単純平均を一定とした。すな

わち全期間において 300キログラムであったと仮

定した。しかもそれは1957年の公表値である301.6

キログラムからとったものである。問題を， 300

キログラムという水準のそれと，長期にわたって

一定としたことのこつにわけで検討してみよう。

最初に発生する問題は， 1949～56年の食溢生産

高に関する公式統計をどうするかの問題である。

同期間の1人当たり食糧生産高（大豆を含む〉は公

式統計によると第9表のとおりである。

第8表 中国本部の伝統的セクター内人口増加率

期一間ヲーレ訂示；~r~~副モデ川
1840～1部臥 ~ ;i,0／年 1 ~%v／年 1 3ル／年i 0 

I -:lOO I -3削 1-300 1 -:ioo 
1850～18641 I I I I 万人／年j 万人／年！万人／年IIi人／i下

｜十150 I十150 I +150 I +150 
1864～18901 万人／年｜ 万人／年｜ ：万人／年｜ ：万人／年
1890～193引 3%。／年 I5%。／年 I7%。／年 I o 
1937～194到 1%。／年 I3 %，／年 I5ル／年 I o 
1945～1950: ;i %of年 I5 %，／年 7ル／年｜り
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草書9表 公式統計ーによる 1人当たり生産高〈単位： kg)

1949年 20ヲ唱。
1950 237.7 
1951 253.7 
1952 285.1 

1953 283.2 
1954 282.8 
1955 300.:l 
I 956 :306.5 

新中国成立直後の数年間における農業生産統計

が現実にくらべて低すぎるということは多くの学

者によって指摘されてきたところであって，ほと

んど疑いをいれる余地がない。中国自体もそれを

認めている位5）。しかしそれでは実際にはどの水

準にあったかとなると誰も言うところを知らな

い。具体案を出したのはT•C• リューヲ K•C ・ィ

エである（花6）。彼らは， 1949年以後1%7年支で，

食糧生産高の増加率が人口のそれと同じであ〆〉た

と推定した。これはやや極端な例であるが， 1957

年の 1人当たり食糧生産水準が歴史的にみて特に

高いものであったとは思われないところから， リ

ュ…・イヱの脅え方を採用した。もしJ950年代前

半において：iooキ円グラムより低かったとすれば，

それは例外的なできごとであったとみなす。

これなチェッグするために，まず戦前における

一つの調査結果と対比することができる。これは

J •L・パッケの調査と国民政府のそれである併？？の

農家人Ill人当たり年間穀物消費遺は前者（1929

～33年〕においては 270キログラムであり，後者

(1937｛ド）においては 296.4キ口ゲラムであった。

そして別の角度からなされた調査では，全国生産

最のうち，個人的消費に用いられるものの比率は

それぞれ84.7%および85.7%であ什たUteド。

］）・パーキンスは1368年，すなわ%明の初年以

後の中国農業史を数法的にとらえようとした

惜別。パー：干ンスは1950年以前における各種の記

録，および新中間20年間の諸記録を検討した上

28 

で， 1368～1950年の 1人当たり穀物生産量を 285

キログラムで終始一定とした。

1970年代前半，さらには現在の 1人当たり穀物

生産量はほぼ300キログラムであったように思わ

れる。 1976年の穀物生産量を 2億7000万トンと

し，人口を9億人とするならば， 1人当たり生産

さまはちょうど 300キログラムとなる。 1970年代に

お＼、て中国はきびしい食撞不足に悩まされている

ようにはみえないが，それでも国内ではきびしL、

配給制度が機能しており，また中聞は1960年代初

頭より終始穀物の純輸入国である。それゆえに1

人当たり生産水準が解放前にくらべて特に上昇し

たという証拠をみつけることは困難である。また

逆に，貧困な人々の生活が以前iこくらべて改善さ

れていることはあきらかであって，それゆえに現

在の水準が解放言liの水準よりも低いということは

いっそうあり千等ないことである。

A・ エクスダインは1930年代の中国と明治初期

の日本の農業生産水準を比較するf注10＼その結論

は， 19世紀および20世紀前半における中間の土地

および労働の生産性が明治時代の釘本のそれにく

らべて高かったということである。

多くの調査結果や研究成果は単純平均によって

みた1人当たり食糧生産量が20世紀前半と後半で

は大差がないことを示唆している。すなわち，食

掻の増産，とりわけ新中国における急速な増産も

すべて人口の増加によって吸収されたわけであ

る。ただ， 19世紀に関してはいくつかの研究があ

るがそれらはすべて叙述的となる。 1人当たり食

を一定，それも 300キログラムとするこ

とについてそれらの叙述的な資料はいずれも異議

をとなえるものではない。しかしながら積擁的に

支持するといえるほどのものではない。われわれ

の作業結果が f仮設」の域を脱しえない最大の理
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由の一つがここにある。

(3) 耕地面積について。耕地面積に関して19世

紀にまでまたがるデータとして最初にあげるべき

ものは清朝の記録である。そして1900年以前に関

して具体的な数字を与えている「原資料」として

はこれが唯一のものである。東北地区をも含めた

19世紀の耕地統計は第10表のとおりであった。

すでに多くの人が指摘しているように，これは

統計的概念による面積ではなく， 「課税面積jで

ある。ここでは現実の状況にくらべてはるかに少

ない値となる。その間のギャップを実際に調査し

た例がある。パックのそれである他11）。パ、ソクに

よれば，［上海近〈の揚子江三角州の4県の土地調

査による既耕地面積は以前の課税面積より 12.6%

ないし35.3%大きく，平均して22%大きかったJo

また，「156県の県公署から獲られた（官1＼二統計の）

既耕地面積は・・…（実浪lj面積の〕 78%, 77%, 80% 

であることを示したjという。

清朝の土地統計の性格についてはくわしい研究

があるのでそれを紹介するのが適当であろう。 P•

ホーのそれである（注12）。その要点は次の3点であ

る。 ω清朝の土地登記にあらわれる数字は実際の
面積ではなく課税面積であるが，両者の聞をつな

ぐ換算比率は土地の質である。肥沃な土地t立高い

比率で，劣悪な土地は低い比率で課税面積に換算

される。②税負担額，すなわち課税面積が一度き

まるとそれ以後急増させないという原則がある。

③未登記の土地が存在する。たとえば新しい開墾

i也を免税lごした場合がある。主た， 1苦闘や官僚な

どの有力者の土地は多くの場合未登記である。

以 tニのような理由から，清朝の土地統計は利用

できないことが明らかである。傾向を知るための

てがかりとしても不十分であるように思われる。

近代的な意味における土地調査が1930年頃に国

近代中国襲業史

第10表清朝の士地統計

I 面 積（万へク夕一ル年

1812 
1851 
1873 
1887 ！ 5,276.0 5,144.2 

5,135.7 
5,651.7 

（出所）『中国近代農業史資料』第1輯 1840～
1911年二聯書肩 1957年 60ページ。
（注〉 資料は畝の単位で与えられている。これを15
分のlヘクタールとして換算したが， 1.085畝を
1 T11畝とする！日数かも知れない。

第11表向民政府，パックラ新中国政府の数字
（単｛it::100方ヘケ宇一ル〉

1931～1937《［） NARB* 80 
1931～19:17け〉 >l'AR B修J叶産 102 
1929～1933イ日 バック『土地利用』 102 
1946山 国民政府農林郁統計局 94 
1952開 国家統計局 108 
1957問 調家統計引 112 

（出所〕 (1) Buck, J. L., 0. L. Dawson and Y. L. 
¥Vu, Food and Agricultuγe in Com11111nist 

China, New York, Washington, Praeger, 1966, 

p. 10より再録。
12) Shen、T.H. ,1griru1tural Resources of 

China, Ithaca, Cornell l'niv. Press, 1951, p. 142. 

13）『偉大な10年』
（む）キ NARB:Kational Agricultural Research 
Bureauの略。

民政府と1・L・パサクによって行なわれた。さら

に，国民政府は1946年のものを発表している。ま

ずそれらの結果を示すと，第11表のごとくである。

これらの諸数字の基礎ヂータをここでくわしく

説明する必要はない。これについてもホーの検討

を紹介するのが適当であるように思われる世間。

ホーによれば，国民党政府の調査は近代的な意

味における耕地の統計である。しかもこれは地方

政府から寄せられたものを集計 Lたものではな

く，独自の調査員を配置して得たものである。た

だ，えられた結果の多くが清政府の統計と奇妙に

一致したところがあるゆえに，調資がどれだけほ

んとうに行なわれたか疑わしいという。パックの

調査は，ホーによれば，最高である。そして1952

年に発表された新中国の土地統計がパックの「最

29 
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も高い推計値Jと奇妙に一致しているという。新

中国の政府が正確な調査によらずにパックの調査

結果を利用したのではないか。もし正確な調査が

行なわれるなら，中間の耕地面積はもっとはるか

に広大であるかも知れない，という。

国民政府の調査およびパックの調査がわれわれ

の目的に利用できるものではないことがあきらか

である。ただ， 1957年の統計をいわば橋頭盤とし

て利用するわれわれにとって，それに対しでも根

本的疑問をなげかけるホーの所説はこのさいさけ

て通る以外にないであろう。

次に，研究者が既存の資料などを利用して印象

的にまとめた耕地面梢の傾向を紹介しよう。これ

らは確聞たる基礎をもつものではなし、が， u、ずれ

も常識的判断であるゆえに，われわれの作業をチ

ェックするにはより有効であるように思われる。

まず， j滋中平は次のように言う（注14l。 「抗日戦

争前，中国耕地面積は大体14億畝から15億畝の間

であった。 19世紀の70年代以後，新開墾区（とく

に東北各省〕を除けば耕地は一般に拡張がなかっ

た。東北を除けば， 1873～1933年の60年間に耕地

面積は 1%増加したのみである。 1893～1933年に

は増加がなかった。蒋介石の時代には減少した。J

これは，新中国の経済史家の見解を代表するもの

かも知れない。われわれの第2表においては，中

IJfl本部の耕地面積は1875～1935年に4.2%増加し，

1935～45年に 1%減少したことになっている。わ

れわれの表では太平天国による減少があって，そ

の同復効果があるゆえに前者の増加率が高くでて

いるが，いずれにしても1935年以前の増加率に対

して厳中平はきわめて悲観的であるといえよう。

問民政府もほぼ同様の見解をもっていたようで

ある償問。第12表の示すように， 1870年から1933

年までの聞に耕地は 1%増加をみたという。

30 

パーキンスのとりあげる範囲はわれわれのもの

と一致する位16〕。彼によれば， 「19世紀までに中

国には葬易に耕せるフロシティアはなくなってい

た。 1957年までの 100年間に耕地は約'10%増加し

たのしかしそのうちの80%は満州七内蒙，その他

の西北地方という劣質地であった」。われわれの

第1表において1957年までの 100年間の増加率は

22.5%である。そして全増加分のうち74.9%が東

北3省において実現されたということになる。

パックの資料は異なった角度からわれわれに検

討の素材を提供している。被は農家1戸当たり平

均の作付額積を与えている。それは第13表のとお

りである。 1870年から1930年までの60年間に 1戸

当たり作付面積は32.8%減少した。小麦地帯では

37.2%の減少，稲作地帯では7.5%の増加である。

今かりに，農業依存人口比率および農家1戸当たり

平均人口数がこの期間において一定であったと仮

定しようじその場合にはわれわれの人口1人当たり

林地面積，つまり全耕地面積を人口数で割った値，

の変化率は，概念上これと比較可能となる。われ

われの 1人当たり耕地面積は同期間において12.0

%の減少である。これのみによって具体的な数字

第12表耕地の増加率（1870年＝100)

1870年 i
1873 I 
189,1 I 

191a I 
193:cl I 

100 
100 
IOI 
IO I 
IO I 

第13表農家 1 戸~·！tこり平均作付ltti積

（単｛な・ヘククー／レ）

｜報告された｜I 1870 1890 
地域の数 ｜ 

全中国 I ss : 1.31 : 1.3s 

小炎地帯｜ 29 i 1.75 1.77 
稲｛竹也衿｜ 26 'o.日7 0ぷi

UtJflrl 日uck,J. L., Land Utilization in China, 
Stutisti，丸 Shanghai,1937‘］》 288.
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を云々することはできなし、が，ほぼすべての研究

者によって容認されている事実，すなわちこの期

聞における人口圧力の増加は明白となっている。

凶作物種類の変化について。まず，調査結果

にもとづく具体的な数字で与えられているものは

第14法と第15表のとおりである。

第14～15表について簡単な説明を加えよう。

1に，これらはいずれも大豆を含んでいない。

大豆は1957年に食糧と大豆の作付面積合計の 8.1

%，生産高の 5.1%を占めていた0 19世紀後半か

ム20批紀前半にかけて大豆の栽時が急増してこの

ような比率を占めるようになった。そして大豆の

忽憎は東北地L＇｛の開拓と強く結びついてし、るの

第 2に，二つの表において1949年以後の諸数字

は安定的である。米は作付面積において日%前

後，生産量において45%前後，小麦はそれぞれ22

近t¥.中間農業；／.＇＿

第15表 食糧作付面積における各種作物が

占めるシェア（？心

デ ー タ ｜米｜小麦｜雑穀｜いも｜合計
（もみ）｜ ｜ ｜ ！ 

1949年以前 / : I I 
『統計月報d1929--<:l2 I 24.8 26.3l 46.4j 2.51 100.0 
NARB 1931-37 : 22.7 24.8148.31 4.21 100.り
ARB修正値1931-371 23.4! 25.ll 47 .51 4.01 100.0 
u成推計 1929-33 ! 21. 71 22. 71 50.61 5 .01 100.0 
ノfックri：池利用J I I ! I I 28.自＇20.8i45.21 6 .21 100.0 1929廿3 I I 

1949年以後 ！ ！ 

1949 ' 25.,ll 21.2146.71 6.91 100.0 
1950 24.9121.8146.0I 7.31 100.0 
1951 25.1121.6145.5! 7.8! 100.0 
1952 25.3122.1144.9 7.71100.0 
195,1 24.担122.4/44.9 7.9: 100.0 

1954 i 24.7123.ll 43.SI S.4i 100.0 
1955 i 24.1122.6J 44.3I 8.41 100.0 
1956 26.8 22.0142.41持.811似｝.0 
1957 26.7幻可41.9j8.71100.0 

（「r',Plr) w14去と1,,Jじ（ただし， p.56より作成人

%前後， 12%前後，雑穀はそれぞれ部%前後（ペ》

や卜｜峰ぎみ）， 40%あまり（卜降の｛頃i白］があさt，カ冶）， 

いもはそれぞれ10%古1i後（上fl企ぎみ〉， 8%前後（一I.

Ji'のi母＇［I

第 3に， 1949年以前の推計結果はお互いに相当

な相違を示してk、る。パックの調査結果が最良で

あるというのが多数意見である。しかしこれをも

とにしてそ九以後の変化をたどろうとしてもほぼ

無意味なようである。これらの表からわれわれの

作業目的にあうような手がかりを得ることは不可

能であろう。

第4に，第14, 15表における雑穀の項をさらに

細分することが可能で、ある。それぞれの資料はそ

れを与えている位17）。ここではそれらに立入らな

L、ことにする。

作物日／j1,I）劫向につ＼ •'(-·-·· )(/) 亡がかりを与える

ものはパックの調査である。そjしは20世紀初頭以

後，日中戦争前までの期間における趨勢を示して

いる。第16表がそれであるO

第16表の示すととろは，大変，高梁，あわから，

とうもろこし，綿花， it薯，ごま等への転換がみ

3 I 
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られる。一般的に換金作物の増加がみられる。た

だ，われわれの食糧の中で最も重要な項目である

米と小麦は安定的である。

19世紀末の輸出統計は東北地区からする大量の

大豆と高梁の輸出を伝えている。 19世紀の第3[!LI 

半期まで (1887fドまで）中国の輸出の最重要品目は

茶であった。それ以後絹がとってかわった。 1少世

紀末から20世紀はじめにかけて大豆とその他の換

金作物の作付面積が増加したことは明白である。

(5) 耕地の地域別変化傾向について。われわれ

の推計においては東北地区の増加が顕著であっ

た。しかしこれも実証数字はない。旧満州地区の

耕地推計がはじまったのは20世紀に入ってからで

あり（出8），調査とよべるようなものがはじまった

のは1910年代においてである。中国本部に闘して

は国民政府の推計数字があるのでそれを紹介する
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と，第17表のごとくである。

第17表によれば， 19世紀後半より第2次大戦直

前まで中国本部の耕地面積はほとんどかわらなか

った。ただ，地域によっては若干の変動がある。

最も大きい増加は雲南と青海の両省であるが，

それらはいずれも絶対値が少ないゆえに全体に与

える影響は少ない。 1957年においても雲南省の耕

地法全国の2.5%，青海省のそれは0.5%を占める

にすぎなかった。貴州，湖北，江西等がそれにつ

づく。減少したものも数多く，漸江省，福建省はと

くにひどい。アヘン戦争などの影響もあろうが，

統計上の問題も含まれているかも知れなL、Gなお，

第17表の編者〔厳中平等）は， 1933年の耕地面積の

数字が事実にくらべて大きすぎ， 1933年のそれは

EH3年のそれよりも少なかったと説明してL、る。
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Ⅳ　結語
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近代中国農業史

IV 結 垣
間

第II節において近代中国における農業史のマク

ロ数量的側面に関する若干の推計を試みた。得ら

れた結果は一つの仮設とよぶべきものである。今

後の研究や中国経済史家からの御教示によって改

善したいと考えるしだいである。第H節の結論の

主なものは以下のとおりである。

(1) アヘン戦争当時，中国本部内にはフロンテ

ィアは殆どなく人口圧力がたえがたいほどのもの

となっていた。四)II省への移住，漢江流域の開拓

という歴史的事実はこの時までに完成していた。

(2) 人口圧力が極限に達した頃に太平天国が起

こった。このとき，最も肥沃な地域において人口

圧力が減少したが，同時に耕地の荒廃があった。

その回復のためには長い年月が必要であった。

(3) 19t笠紀後半以後，東北地区の開拓があり，人

口増加，耕地増加，農業生産の増加などがあった。

{4) 東北地区の開拓が一段薄した頃， H本の侵

Ill，第2次大戦がはじまって，農業の発擦は停滞

することとなった。

(5) 大平天国で減少して以後，人口の増加はと

どまるところを知らなかった。そして農業生産は

それにつれて発展した。しかしそれにみあう耕地

街積の拡大はなかったゆえに農家1戸当たり平均

保有地面積は縮小した。それを相殺するものは単

位前積収量の増加であった。

（刷新中国において人口が急増するようになっ

たが，農業生産高はそれにつれて急増した。そし

てその大部分は単位面積収量の増大に負ってい

る。人口 1人当たり食糧生産高が却0キログラム

前後であると仮定した本稿の基礎数字は， 1970年

代の現私にもそのままあてはまる。

（諸査研究郎主任調食研究員〉
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